
Forum2025

講演10
電気⾃動⾞の安全性に関する
国際基準調和に向けた取組
⾃動⾞安全研究部 ※⼩⿅ 健⼀郎

11⽉21⽇（⾦）

はじめに 研究の概要

充電曲線解析により推定した負極容量維持率を指標として、
セルの熱安定性低下を推定できることを報告

充電曲線解析を用いた検討

組電池の中から熱安定性が低下したセルを
検出できたことを報告

車両レベルでの検討を開始 まとめ

• 熱連鎖試験に続く、電気自動車の安全性確保のた
めの研究として、充電曲線解析による安全性診断
技術について過去の学会発表を引用する形で紹介
した。

• 充電曲線解析の研究は、単セル、組電池を経て現
在車両を対象として検討を行っている。

• 車両を対象とした検討の第一段階としてSOHを対

象に評価を実施した。今後、評価対象を安全性に
拡大して、使用過程における電気自動車の安全性
確保に非破壊診断技術が貢献できるか確認する予
定。

車両を対象とした評価の第一段階としてSOHを対象に評価した。

今後、評価対象を安全性にも拡大する予定。

国連の自動車基準調和世界フォーラム（WP29）に
おいて、電気自動車の安全性に関する世界技術規

則（Global technical regulation）が議論されている

。ここでは、車載バッテリセルの熱暴走発生を前提と

した安全性を評価するための試験法（熱連鎖試験）

の策定が話し合われている。本研究では、次のステ

ージの研究として、非破壊診断による予防的措置に

より、電気自動車の安全性確保する手法について調

査を行っている。

充電曲線解析に関して明らかにする内容

検討における試験対象

検討１：セル

検討２：組電池

検討３：車両

明らかにする内容

負極容量維持率を指標とした安全判
定の可能性

検討1

組電池を対象とした不安全電池検出
の可能性

検討2

車両を対象とした非破壊診断の実施と
データサンプリング手法の影響

検討3

検討の背景

交通研では、リチウム析出によるリチウム二次
電池の熱安定性低下を報告しており、本事象を
非破壊診断技術（特にここでは充電曲線解析を
対象とした）をもちいて検出することにより車両
の安全性を確保する方策を模索している。

熱連鎖のイメージ図
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単セルを対象とした安全性診断
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車両を対象とした実証試験の模式
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Analysis No. Data sampling SOH

Scan tool 56.5%

Minimum analysis unit

55.9%

59.4%

Scan tool

Charger

Cell block

Pack

Pack
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データサンプリング手法と推定値の関係

充電曲線の情報を正極
、負極、SOWに分離

し、セルの内部状態を
推定する。

組電池を対象とした安全性診断

負極容量維持率を指
標とした安全レベル
の診断イメージ
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充電曲線解析の原理

車両を対象とした検討の第一段階としてデータサンプリングの影響評価
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